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１．試験方法  

この研究は，人力施工された小口径回転杭の施工品質管理を対象に開発

した原位置品質検査試験 1)の結果について考察する．今回実施した簡易な

急速載荷試験 (case7，case9，case9-2)は，地盤工学会の急速載荷試験方法 2)

に準じている．試験装置は，標準貫入試験の半自動落下装置を利用してい

る (写真  1)．重錘，軟クッション材，加速度計一体型のロードセルは，セン

ターホール型になっており，その中空部にロッドを貫通させて固定してい

る．重錘の落下高さは，ロッドの定尺の関係から 54cm，89cm の 2 種類と

なり，同一落下高さにおいて軟クッション材 (直径 160mm 厚さ 30mm)の数

を減らすことで杭に与える荷重を変化させている(表  1)．  

 

２．試験結果  

２.１．簡易な急速載荷試験の経時変化  

試験結果の経時変化を図  1 に示す．ここには，加速度補正を行った荷

重，加速度 (計測値 )，速度，変位を示している．case9-2 の 7 回目落下の

波形を例に相対載荷時間 Tr を検証すると，載荷時間 tL≒0.06sec，試験杭

長 L=1.5m から相対載荷時間 Tr は 104 が算出され，十分な載荷時間が保

たれている．また，変位は，加速度を 2 回積分して算出しているが，そ

の計算過程において加速度・速度・変位について基線補正法 4) 5)によって

補正している．なお，加速度のサンプリングは 10kHz である．  

 

２.２．簡易な急速載荷試験の荷重と変位量関係  

荷重と変位の関係，除荷点荷重と変位の関係を図  2 に示す．case7（施工直後）は 13.3kN，2.8mm 以

降に漸近した曲線を描いている．case9（施工 12 日後）も 17.1kN，3.1mm 以降に漸近した曲線を描いる

が，case7 より大きい支持力が得られている．case9-2（施工 70 日後）は 24.5kN，3.0mm において，

case7・case9 よりも大きな支持力が得られており，その後も漸増していく曲線が描かれている．養生日

数による支持力の増加が考えられる．  

 

２.３．押込み試験と簡易な急速載荷試験の比較  

簡易な急速載荷試験結果が品質管理に適用可能かを押込み試験 (case2)の荷重と変位関係から検証す

る．押込み試験は，バックホーを反力にして杭施工直後に連続載荷方式で行った．図 3 に押込み試験と

簡易な急速載荷試験の荷重と変位関係を示す．押込み試験の変位は，5mm 程度までは，case7 と case 9

と同様な荷重と変位関係であるが，その後は漸増していく傾向が得られている．表  2 に弾性範囲内と考

えられる変位域 (3.0mm 程度 )で比較すると，押込み試験が 14.3kN，case7 が 13.3kN という同等の結果が

得られた．なお，case9，case9-2 の結果は，養生日数の経過と伴に支持力が増加する傾向が得られた．   
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表  1 試験条件  

試験  

回数  

軟クッショ

ン材の数  

落下高  

さ (cm) 

1 6 

54 
2 5 

3 4 

4 3 

5 6 

89 6 5 

7 4 
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３．まとめ  

以上の結果から，簡易な急速載荷試験の相対載荷時間は

500＞Tr≧5 を満足し，加速度を 2 階積分し基線補正した変位

は押込み試験結果との比較から妥当な値であると考える．  

また，簡易な急速載荷試験は，除荷点法による解析が適用

可能であり，弾性範囲内の押込み試験結果との整合性がと

れ，養生日数に伴う支持力加が把握された．したがっ

て，杭施工直後に簡易な急速載荷試験を行うことで，除

荷点法により杭の品質管理が適用できる可能性がある．  
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図  1 経時変化  
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図 2 荷重と変位関係  

表  2 試験結果  

case 
試験の  

種類  

試験  

時期  

荷重  

(kN) 

変位量  

(mm) 

2 押込み  施工日  14.3 3.0 

7 
急速  

載荷  

施工日  13.3 2.8 

9 12 日後  17.2 3.1 

9-2 70 日後  24.5 3.0 

 

図 3 各試験結果の荷重と変位関係  

3.00 mm

24.50 kN

4.70 mm

31.50 kN

0

5

10

15

20

25

30

35

40

-5 0 5 10 15 20

荷
重

(k
N

)

変位(mm)

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

除荷点

除荷点

地盤抵抗力Rsoil

case9-2

3.10 mm

17.20 kN

7.10 mm

19.90 kN

0

5

10

15

20

25

30

35

40

-5 0 5 10 15 20

荷
重

(k
N

)

変位(mm)

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

除荷点

除荷点

地盤抵抗力Rsoil

case9

2.80 mm

13.30 kN

10.60 mm

15.50 kN

0

5

10

15

20

25

30

35

40

-5 0 5 10 15 20

荷
重

(k
N

)

変位(mm)

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

除荷点

除荷点

地盤抵抗力Rsoil

case7

土木学会第72回年次学術講演会(平成29年9月)

 

-1032-

Ⅲ-516

 


